
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

祭礼、縁日、花火大会や展示会など、不特定多数の人が参加するイベントで 

イベントの主催者、出店者及び関係者の皆様へ 
 

対象火気器具等を使用する場合には、宇都宮市火災予防条例に基づき，下記

事項が義務となります。 

消火器の準備 露店等の開設届出 

開設届 

発電機やコンロなどの対象火気器具等を使用する露店等を開設しますか？ 

はい 

◆「消火器の準備」や「露店等の開設届出」が必要か，フローチャートで確認しましょう◆ 

対象火気器具ごとに準備しなければなりません。 

※なお，対象火気器具等の使用実態に応じて 

複数の人が共同で準備することも可能です。 

露店等を開設する人が届出なければなりません。 

※なお，イベントの主催者や露店等を統括する人が 

取りまとめて届出ることも可能です。 

不特定多数の方が参加するイベントですか？ 

「消火器の準備」と「露店等の開設届出」が必要です。 

※露店等を開設する際は，下記イラストを参考に火災予防に努めましょう。 

はい 

・対象となるイベントは【裏面のＱ１】で確認しましょう。 

・露店等の開設届出は不要です。 

・届出方法は【裏面のＱ４】で 

確認しましょう。 
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発電機やコンロなどの対象火気器具等を使用しますか？ 

いいえ 
はい 

・対象火気器具等の種類は【裏面のＱ２】で 

確認しましょう。 

・対象火気器具等を使用しない場合でも 

火災予防のため消火器の準備に努めましょう。 

「消火器の準備」 ・準備する消火器は【裏面のＱ３】で確認しましょう。 

いいえ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※イベント開催などの防火安全対策について，詳しくは最寄りの消防署・分署にお問い合わせください。 

 

Ａ３ 消火器は業務用消火器を準備してください。（検定の合格表示が付いた消火器です。） 

   また，古くなった消火器は，いざという時に使えなかったり事故につながる場合がありますので， 

製造年月日やキズ，腐食の有無などを定期的に確認してください。 

消火器の耐用年数の目安は保管状態により変わりますが，おおむね８～１０年です。 

屋外で行われる特に大規模なイベントは，消防長が「指定催し」として指定し公示します。 

Ｑ３ どのような消火器を準備すればよいのですか？

 

Ｑ２ 対象火気器具等とは？ 

Ａ２ 液体（ガソリン等）や気体（プロパンガス等）固体（炭等）燃料を使用する器具，電気を熱源とする器具です。 

Ｑ４ 届出先はどこですか？ 
Ａ４ 届出先は管轄の消防署・分署となります。露店等の開設届出書（露店や消火器の配置図など）を２部作成し届出

してください。様式は宇都宮市のホームページからダウンロード可能です。 

   また，届出た際には，火災予防チェックシートをお渡ししますので，露店等を開設する際には活用してくださ

い。 

Ｑ１ 対象となるイベントは？ 

Ａ１ 一時的に一定の場所に不特定多数の人が集まるイベントや行事です。 

   近親者によるバーベキューや幼稚園などで父母が主催する行事など，参加者の範囲が個人的つながりに限定

されるイベントは対象外となりますが，対象火気器具等の適切な取り扱いはもちろんのこと，消火器の準備

に努めるなど，火災予防にご協力をお願いします。 

Ｑ＆Ａ 

例 

指定催しの主催者は，「消火器の準備」「露店等の開設届出」の義務に加え，「防火担当者」を選任すること及び開催

日の１４日前までに「火災予防上必要な計画」を作成し消防長に提出することが義務となります。 

この計画を提出しなかった場合には，罰則があります。 

屋外での大規模なイベントを開催する予定がある場合は，事前に消防署に相談してください。 
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